
シ
ン

里
を
槌
め
ら
れ
、
銅
山
町
廻
訊
よ
り
支
目
配
す
る
こ
と
に
な

=
っ
た
。
然
る
に
写
保
丸
年
入
月
十
一
日
武
隈
庄
兵
衛

一
知
刷
・
松
尾
総
殿
築
茂
商
人
が
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
碍

一
び
之
を
置
か
れ
、
費
情
十
年
疋
且
十
五
日
武
間
半
太

夫
信
知
初
役

L
、
御
使
容
一一
品
悶
治
太
夫
和
町
民
志
村

況
郎
友
術
門
mm行
商
人
が
泊
分
支
配
を
し
た
。
同
年

九
且
剖
一
日
林
源
太
左
衛
門
将
房
任
命
せ
ら
れ
、
泊

分
支
配
の
陥
名
は
解
役
と
な
り
、
十
二
年
林
勝
房
の

的
役
か
ら
イ
三
年
抗
月
ま
で
、
文
天
明
二
年
六
且
よ

・
り
四
年
五
且
ま
で
、
同
年
十
一
且
よ
り
翌
五
年
十
且

四
日
迄
は
蜘
取
で
あ
り
、
其
の
時
は
い
つ
も
御
使
番

中
よ
り
支
促
し
た
。
六
年
知
服
拠
兵
術
術
好
命
ぜ
ら

れ
、
同
年
十

一
且
十
五
日
山
森
博
右
衛
門
政
明
命
ぜ

ら
れ
て
再
び
雨
入
と
な
っ
て
務
宋
に
及
ん
だ
。

シ
ン
パ
ン
グ

Z
オ
カ
チ
新
番
組
御
歩

入
待
以

下
組
外
以
上
の
子
弟
か
ら
採
用
し
、
切
米
三
十
五
依

と
七
人
扶
持
と
を
給
せ
ら
れ
、
そ
の
様
は
一
代
限
り

で
子
孫
に
似
へ
る
を
得
ぬ
が
、
俊
秀
の
者
は
役
b
H

靴

製
の
士
に
続
服
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
新
番
は

去
商
上
で
は
歩
の
名
目
で
あ
っ
た
が
、
務
内
で
は
平

士
部
の
待
辿
を
受
け
た
。
前
聞
綱
紀
の
時
、
在
同
H

三

年
三
且
什
四
日
初
め
て
新
番
閣
を
命
じ
、
次
い
で
五

年
三
且
十
九
日
中
川
安
布
術
門
外

H
三
人
を
こ
の
純

に
召
出
さ
れ
た
に
起
る
。
次
い
で
元
政
十
三
年
四
且

什
八
日
法
際
伴
太
夫
に
新
知
百
石
を
奥
へ
ら
れ
た
の

は
、
新
番
御
歩
で
知
行
を
受
け
た
者
の
初
で
あ
り
、

叉
正
徳
四
年
十
二
且
サ
八
日
御
歩
新
七
郎
兵
衛
の
笛

組
に
漉
し
た
の
は
、
御
歩
か
ら
界
地
し
て
任
命
せ
ら

れ
た
も
の
L

初
で
あ
る
。
凡
そ
新
番
の
磁
務
は
、

御
近
習
勤
・御
遊
小
勝
勤
・
御
奥
小
将
勤
等
の
取
務
を

補
佐
す
る
に
あ
っ
た
。

シ
ン
パ
ン
グ
ミ
オ
カ
チ
ナ
ミ
新
番
組
御
歩
並

苅
徹
三
年
三
且
二
十
八
日
原
助
六
郎
・高
桑
普
五
郎
・

シ
ン
パ
ン
コ
ガ
シ
ラ
新
番
小
頭

新
番
組
御
歩

小
顕
と
い
ふ
の
が
正
し
い
。
天
利
一
児
年
三
月
汁

一
日

初
め
て
山
口
新
五
兵
衛
・捌
屋
市
右
衛
門・
際
凹
玄
太

夫
・
武
際
宇
右
衛
門
の
四
人
が
、
新
呑
巾
か
ら
任
命

せ
ら
れ
、
新
知
百
抗
十
石
宛
を
賜
は
っ
た
。
同
年
十

一一
眉
晦
日
江
戸
に
於
い
て

山
口
・
隙

m陥
名
に
役
料

五
十
石
宛
下
さ
れ
、
開
屋
・武
磁
は
二
年
九
月
廿
丸

日
役
料
を
腸
は
り
、
之
よ
り
相
代
っ
て
辿
約
L
、
新

知

・
役
料
も
給
せ
ら
れ
た
。
共
の
後
家
借
或
は
街
死

代
ふ
り
も
納
充
す
る
こ
と
な
〈
、
疋
総
凶
年
七
月
組
問

偲
八
削
ゆ
が
交
の
家
督
を
織
い
で
か
ら
常
職
を
憎
め
ら

れ
た
。
次
に

事
保
九
年
十
月
六
日
法
隙
伴
太
夫
・大

島
高
左
衛
門
・坂
井
膝
太
夫
三
人
の
命
ぜ
ら
れ
た
以

来
ま
た
辿
納
L
、
寛
保
・延
芋
か
ら
後
は
繭
人
役
と

な
っ
た
と
思
は
れ
る
と
い
ふ
。

シ
ン
プ
ヲ
イ
ン
民
繭
院

金
滞
三
仰
に
在
っ
て
、

正
法
山
と
蹴

L
、
提
言
宗
に
図
す
ろ
。
初
め
臥
主
郡

穴
水
川
口
町
寺
十
六
坊
の
う
ち
で
、
商
正
初
と
い
う
た

が
、
鹿
長
十
年
鐙
忠
の
時
、
金
源
長
氏
の
上
屋
敷
巾

に
寺
地
を
受
け
て
国
民
翻
院
と
政
務

L
、
後
そ
の
地
武

士
屋
敷
と
な
っ
た
の
で
今
の
所
に
務
っ
た
。

シ
ン
プ
シ
ヤ

紳
符
紅

白
山
間
に
闘
の
八
祉
を

敷
へ
た
巾
に
、
『前
符
、
ふ
川
』
と
あ
る
。
今
石
川
郡

の
小
川
に
白
山
祉
は
あ
る
が
、
前
符
と
い
ふ
の
は
明

荻
原
惣
右
衛
門
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
初
で
あ
る
べ

〈
、
皆
御
川
内
役
で
あ
っ
た
。
白
木
七
年
七
月
昨
日
関

川
安
三
郎
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
御
迂
自
動
の
初
で

あ
ら
う
。
前
後
御
近
智
勤
・御
表
小
将
勤
・御
奥
小
崎

勤
等
の
あ
る
こ
と
新
番
組
御
歩
と
問
じ
〈
、
施
行
も

本
組
の
辺
り
=
一
十
五
依
七
人
扶
持
で
、
三
十
依
六
人

扶
持
の
も
あ
っ
た
。
延
苧
二
年
八
月
下
村
清
太
夫
が

知
行
百
石
そ
奥
へ
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
知
行
そ
賜
ば

っ
た
初
で
あ
る
。

シ
ン
ベ
キ
サ
ン
ポ
ウ
ベ
ツ
ジ
ユ
ツ

紳
壁
算
法
別

術
一
加
。
訓
牌
批
判
叫
法
は
も
と
藤
間
以
言
の
編
す
る

釘
密
で
あ
っ
た
が
、
・
米
政
十
二
年
制
川
有
火
は
そ
の

術
文
に
改
訂
を
加
へ
、
そ
れ
を
耐
鐙
訴
法
則
術
と
桝

し
た
。

ら
か
で
な
い
。
し
か
し
白
山
記
に
、
『白
山
本
宮
云

々
、
惣
門
ハ
訓
保
小
川
ュ
立
ッ
。
北
陸
佐
反
ノ
放
人
等
、

此
惣
門
主
γ
下
山
刷
工
日
山
三
川
テ
砲
ヲ
ナ
シ
テ
ト
ヲ
ル

也
。
』
と
あ
っ
て
、
加
賀
芯
微
に
は
、
或
は
能
業
部
W
常

生
の
隣
白
河
限
新
保
で
は
あ
る
ま
い
か
と
し
て
ゐ

る
。
兎
に
向
耐
符
祉
は
こ
の
榊
保
小
川
と
同
一
で
あ

ら
う
。
白
山
本
宮
は
河
原
新
保
か
ら
正
東
に
宿
り
、

北
陸
街
道
か
ら
行
〈
と
き
は
、
こ
の
村
か
ら
下
清
水
・

上
初
水
・
竹
脱
出
口・
=
つ
底
・
山
口
・
省
内
・
三ッ
ロ・

宮
竹

-mmM得一
・岩
本
を
斜
、
岩
本
渡
で
手
取
川
そ
越

え
、
的
来
へ
出
る
わ
け
で
あ
る
。

シ
ン
ベ
イ
グ
ミ
新
兵
組

諾
士
の
子
弟
申
枇
他

な
ろ
者
や
悦
ん
で
、
医
師
山
元
年
五
且

H
五
日
に
組
織

し
た
も
の
で
あ
る
。
六
組
あ
っ
て
侭
組
に
組
顕
一

人
・哲
郎
一
人
・伎
役
一
人
耽
有
L
、
組
朗
朗
ち
新
兵

印
刷
は
隊
長
で
、
老
隠
の
御
郎
に
出
で
込
純
々
の
交
渉

を
な
L
、
投
開
は
指
郎
常
常
v
h、
伎
役
は
御
杭
闘
の

役
を
し
た
。
最
初
の
役
目
H
は
、
一
番
組
巾
川
甚
之
助
、

二
番
組
大
山
=
一
郎
左
衛
門、

三
者
組
側
久
太
夫
、
四

番
組
脂
製
前
太
夫
、
五
番
組
黒
坂
照
三
郎
、
六
番
組

問
れ
町
駅
太
郎
で
、
以
上
六
組
の
内
始
め
一
番
組

・
二

需
純
だ
け
そ
京
都
に
出

L
、
翌
年
春
交
代
し
て
三

蒋
組
・四
番
組
ぞ
出
し
、叉
そ
の
年
の
冬
の
交
代
に
五

番
組
・六
務
組
狩
出
し
た
。
此
の
組
制
は
全
〈
禁
辺

御
守
衡
の
た
め
出
来
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
此
等

の
兵
は
宮
門
中
凝
誰
糊
に
服
屋
を
建
て
き
宿
泊
曜
日
街

L
.
恥
あ
れ
ば
直
に
既
付
け
る
手
順
で
あ
っ
た
。
似

屋
は
御
お
出
に
あ
っ
た
』」
と
も
あ
る
。

四
四

シ
ン
ポ
新
保

江
沼
郡
潟
廻
に
印
刷
す
る
郎
宮
市
。

笈
恕
紀
問
に
、
こ
の
村
よ
り
篠
原
へ
超
え
る
逝
を
管

の
往
還
で
あ
る
と
い
ひ
、
左
右
に
小
土
居
の
形

・
屋

敷
跡
と
見
え
る
所
も
あ
る
と
記
さ
れ
る。

シ
ン
ポ

新

保

能

決
郁
白
山
下
に
卸
す
る
郎

官
問
。シ

ン
ポ
新
保

河
北
泌
小
坂
庄
に
印
刷
す
る
郎
訴
。

シ
ン
ボ
新
保

割
引
咋
郡
白
知
院
内
製
生
保
に
あ

る畑山山柄。

シ
ン
ポ
新
保

羽
咋
郡
初
出
の
内
の
小
字
。

シ
ン
ポ
新
保

山
出
向
郷
奥
原
保
に
邸
す
る
部
落
。

シ
ン
ポ

新
保

臨
京
消
三
井
咽
却
に
臨
す
ろ
相
曲
部
。

シ
ン
ポ
新
保

臥
京
都
七
浦
庄
に
関
す
る
部
柄
。

明
治
中
に
京
り
、
黒
杉
・上・
嫌
箆
・池
田
・小
問
と
合

併
し
て
上
山
と
殴
都
し
た
。

シ
ン
ポ
ア
ラ
ヤ

新
保
鷲
屋
河
北
榔
引
上
庄
に

淀
屋
が
こ
巴
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
金
市
新
保
に
近

い
も
の
を
、
明
治
中
改
め
て
新
保
荒
屋
と
栴
し
た
。

シ
ン
ボ
イ
シ
新
保
右

臥
京
都
新
保
に
益
す
る

石
材
。
卸
石
安
山
器
質
凝
荻
岩
で
、
鈎
色
の
卸
百
安

山出制
質
石
器
巾
、
倣
か
に
白
色
の
副
判
長
石
を
散
在
せ

し
め
、
料
く
し
て
軟
か
で
あ
る
。

シ
ン
ポ
ウ
ア
ン
新
型
庵
金
期
採
住
寺
の
増
加

に
あ
っ
て
、
同
寺
二
代
然
挺
智
棋
の
閲
廿
酷
で
あ
っ
た

が
、
今
は
版
印
肥
し
た
。

シ
ン
ポ
Z

モ
ン

神
保
右
衛
門

跡
保
以
前
氏
霊

の
三
男
で
、
安
強
守
氏
恨
の
弟
で
あ
る
。
越
巾
金
山

谷
城
に
佐
し
た
が
、
緑
川
信
長
生
省
の
後
・出
土
と
な

り
、
上
杉
景
勝
又
は
最
上
部
四
元
に
仕
へ
た
。
後
一
苅
利

三
年
来
っ
て
前
出
刺
市
に
箆
仕
L
、
御
扶
持
方
三
百

石
を
隊
せ
ら
れ
、
持
問
足
斡
五
十
人
を
預
け
ら
れ
た

が
、
同
年
裂
し
た
。

子
孫
附
々
絡
に
仕
へ
る
。

シ
ン
ポ
h
y
キ

神
木
記
一
巻
。
明
治
十
一

年
五


